
目的 今後の高等教育機関の機能・役割、教育の在り方、振興策について審議を行う。

（１）総合知の創出・活用を目指した文理横断・文理融合教育、

ダブルメジャー、メジャー・マイナー等による学修の幅を広げる

教育の推進、初等中等教育における学びの変化や文理分断の改善に

対応した大学の在り方

（２）各大学において、密度の濃い主体的な学修を可能とする学修者本位

の教育の実現、ディプロマ・ポリシーに定める卒業生の資質・能力

を保証する「出口の質保証」が徹底され、社会との「信頼と支援の

好循環」を形成する仕組みづくり

（３）大学の「強み」と「特色」を生かした連携・統合、再編等による

地域における学修者のアクセス機会の確保や学生保護の仕組みの

整備、国公私の役割等を踏まえた高等教育の規模の在り方

等
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現状
・
課題

• 教学マネジメント指針等を踏まえた教育改善の努力を行っている大学と改善の努力が不十分な大学とに二極化しているとの指摘

• 中教審のみならず、各種政府会議や経済界等からも、初等中等教育から高等教育に至る文理分断からの脱却、文理横断・文理融合教育、

STEAM教育等の推進を提言

論点 委員

• 学部における社会人学生（25歳以上）の数・割合ともに減少傾向

であるなど、依然として18歳中心主義。学部入学する留学生数

も伸びていない（更にコロナ禍で大幅な減少）

• 令和3年度の私立大学の入学定員充足率は初めて100％を下回り、

定員未充足の大学も増加。近年の新設大学・学部の状況を見ても

定員未充足が多く、学生確保の見通しが不十分なケースや、設置

計画履行状況等調査において専任教員の確保など教育の質に

関わる指摘を受けるケースも少なくない

• 社会人や留学生の受入れ拡大は、多様な価値観が集まるキャン

パスを実現する上でも重要であるが、多様な学生の受入れ拡大

のための諸施策を講じてもなお、今後、大学進学者数が相当

程度減少することは避けがたいと考えられる

• 特に地方の大学は、大学進学者の数減少の影響をより強く

受けることが想定されるが、今後、経営難に陥る大学が増大

することになれば、教育の質保証や学生保護等の観点からも

問題が生じることが懸念される
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大学振興部会の審議経過 令和４年９月7日現在

〇令和４年５月１７日 大学分科会（第167回）
・大学振興部会の設置を決定

〇令和4年6月17日 大学振興部会（第1回）
・部会長等の選任等
・文理横断・文理融合教育について

〇令和4年７月11日 大学振興部会（第2回）
・大学からのヒアリング
九州大学（共創学部コンセプト・カリキュラム・成果 ～文理横断・融合教育の視点から～）
金沢大学（金沢大学における「文理横断・文理融合教育」の取組）
東洋大学（経済学部経済学科における数学必須入試）
大正大学（大正大学の共通教育科目について）

〇令和4年８月９日 大学振興部会（第3回）
・経済団体等からのヒアリング
日本経済団体連合会（大学教育に関する経団連の考え方）
SMBCバリュークリエーション
（SMBCグループにおける生産性向上の取り組みと文理融合人材の重要性）

・文理横断・文理融合教育について

〇令和４年９月７日 大学分科会（第169回）
・大学振興部会における議論について

〇令和4年9月14日 大学振興部会（第4回） ※予定




